
 
（令和６年２月 29 日発表） 

「静岡市民文芸」受賞者決定と授賞式の開催 
 

◆ セールスポイント 

◎市民文芸８部門へ応募した 1,052 名の中から、 

市長賞・竹千代賞・奨励賞の受賞者 72 名が決定しました！！ 

◎3 月２日（土）に静岡市民文化会館にて開催する授賞式におい

て、市長より代表者が表彰されます。  【市長の出席 有】 

◆ 日時・期間 授賞式：令和 6 年 3 月 2 日（土）10:00～11:30（予定） 

◆ 場   所 静岡市民文化会館３階 大会議室（葵区駿府町２－９０） 

◆ 内 容 な ど 

■「静岡市民文芸」は文芸活動を行う市民の作品発表の場として年

１回作品を募集しています。 

■小説、児童文学、評論・ノンフィクション、随筆・エッセイ、現

代詩、短歌、俳句、川柳の８部門に 1,052 名の応募があり、そ

の中から、市長賞に８名、竹千代賞に８名、奨励賞に 56 名が選

ばれました。 

■賞について 市長賞、竹千代賞、奨励賞、佳作があります。 

※竹千代賞とは…各部門応募者の中から 19 歳以下の応募者を 

対象に選考しました。 

 

■令和５年度「静岡市民文芸」第十九号について 

市長賞、竹千代賞、奨励賞および佳作に入選した作品は、４月１

日（月）から販売予定の令和５年度「静岡市民文芸」第十九号に

掲載されます。 

文芸誌は、各区役所市政情報コーナー等で販売する予定です。 

１冊 1,000 円（税込） 

◆ 対象・人数 
令和５年度｢静岡市民文芸｣ 

市長賞・竹千代賞・奨励賞受賞者 計 72 名 （出席者 63 名） 

 

別紙資料 有（受賞者一覧、式次第） 

 
ぜひ、周知及び 
当日の取材をお願いいたします！ 

【問合せ】 

公益財団法人静岡市文化振興財団 事務局 

担当：櫻庭 高橋 

電話:０５４－２５５－４７４６ 

 
市担当窓口：文化振興課 振興係（静岡庁舎新館 16 階） 

担当：三浦 浅倉 
電話：０５４－２２１－１０４０ 

 

報道資料 



令和５年度　静岡市民文芸受賞者一覧

【小説部門】

賞 作品名 氏名

1 市長賞 あたらよ 中川　真緒

2 竹千代賞 reboot R

3 奨励賞 おいしいごはん 秋山　依月

4 奨励賞 倉庫街のクーちゃん 澤　幸希

【児童文学部門】

賞 作品名 氏名

5 市長賞 六月の花霊 鈴木　泉

6 竹千代賞 しんゆう 辻　日菜子 

7 奨励賞 見えない、でもいる たまごのから

【評論・ノンフィクション部門】

賞 作品名 氏名

8 市長賞 収め残しの一篇－作品「アンコロン」ー 戸塚　惠三

9 竹千代賞 多様性と悪の境界線 甲賀　愛実

10 奨励賞 思い出の記「私の戦災体験」 渡井　憲丘

【随筆・エッセイ部門】

賞 作品名 氏名

11 市長賞 夢主 小笠原　泰子

12 竹千代賞 発熱 相川 　実優

13 奨励賞 節分の豆 佐藤　俊夫

14 奨励賞 共に白髪の生えるまで 小泉　啓子

【現代詩部門】

賞 作品名 氏名

15 市長賞 ともだち 菅沼　美代子

16 竹千代賞 食物連鎖 望月　環奈

17 奨励賞 水を汲む 宮崎　ひでお

18 奨励賞 石ころ 小泉　啓子

【短歌部門】

賞 作品 氏名

19 市長賞 寂とせる失聴の吾にも日々はあり夢に懐かし故郷の方言 金原　令次

20 竹千代賞 落ち込んだ私の肩に父の手は「大丈夫だよ」重く温かい 高橋　那奈

21 奨励賞 今年また茶摘の出来るうれしさに野良着点検鼻唄まじる 牧田　美和子

22 奨励賞 家康も眺めたかなあ富士の山駿府の杜で両手広げて 倉知　幸子

23 奨励賞 亡き夫がこよなく愛しみ育みし庭の万年青の豊かなりけり 太田　恭子

24 奨励賞 一個ずつ古新聞に包まれしリンゴかじりつつ古里はいいな 竹内　フヂ

25 奨励賞 コロナ禍を経て捨てられない花柄の鼻は隠れぬ母縫ったマスク 川里　裕子

26 奨励賞 戦争と和平と平和いかんせん老いの心身ペンの力にて 勝亦　孝

27 奨励賞 読み書きを途絶えぬ机花活けて晩学の灯を今宵も点す 八條院　眞澄

28 奨励賞 背丈超すススキ野原に分け入れば空と我との二人きりなり 森﨑　洋子

29 奨励賞 梅雨空に囀りを聞く昼下り母校の門に見守りに立つ 爾野　朗大

30 奨励賞 今年また我が家の庭に来てくれたオハグロトンボ尾を光らせて 内田　光子

31 奨励賞 梅雨空につぶやく痛みの帰り道それでも明日は笑ふ介護かな 吉澤　加奈子

32 奨励賞 凶弾が科なき子らに降りそそぐ差し伸べる手の何とか細き 和田　博史

33 奨励賞 戦つづく国の幼児は父母こうや裸身に泣くをわれも涙す 向山　久代

34 奨励賞 思い切り言いたいことを言えばいいそしたら明日景色は変わる 大原　恒輝

35 奨励賞 道端の小さな花の応援歌晴天の下勇気をくれた 宮城島　琉花

36 奨励賞 単身でコーチの家に下宿して強い私を試合で見せる 小林　芽生

37 奨励賞 メンバーでつないだ奇跡のボールゆえリングめがけてレイアップシュート 渡邉　星空

38 奨励賞 青い空カラスのように飛び回れ自由きままな我らバレー部 藪崎　翔

【俳句部門】

賞 作品 氏名

39 市長賞 草の芽や兄となりたる児の背伸び 勝山　美枝

40 竹千代賞 青嵐八拍速打のティンパニイー 川島　結依

41 奨励賞 墨打ちの糸の一張り風薫る 伊藤　芳子

42 奨励賞 五歩で足る畝に春菜や杓子庵 亀澤　淑子

43 奨励賞 百歳の口がほころぶ木の芽和 杉山　和子

44 奨励賞 ゆつたりと麻痺の足伸ぶ冬至風呂 伊坂　寿子

45 奨励賞 返り花見上げる孫の喉仏 牧田　美和子

46 奨励賞 戦なき国に生まれてしやぼん玉 加山　ひさ子

47 奨励賞 強情は父親譲り叩き独楽 石上　伸子

48 奨励賞 乾杯は未来の当主お元日 朝岡　知久

49 奨励賞 四世代集ふ食ひ初め風薫る 松山　好江

50 奨励賞 大泣きの子や門付けの春神楽 川﨑　里子

51 奨励賞 人肌の身代わり地蔵小六月 宮下　艶子

52 奨励賞 手話もまた声の形や冬うらら 小泉　久美子

53 奨励賞 冬耕の大地を解く土の音 池ヶ谷　茂子

54 奨励賞 大夕焼けスリーポイント決まった日 野村　珀英

55 奨励賞 図書室の本も楽しげ新学期 若林　琉奈

56 奨励賞 玄関にくつがいっぱい夏休み 栗田　達也

57 奨励賞 嬰児の産毛にそよろ春の風 内田　賢一

58 奨励賞 子らの売る鮎の塩焼安倍の市 芳澤　滋美

59 奨励賞 行商の枡をこぼるる桜蝦 内野　満子

60 奨励賞 山祇の風の自在や朴の花 松島　三知子

【川柳部門】

賞 作品 氏名

61 市長賞 孫の世話してるつもりが世話焼かれ 竹山　八重子

62 竹千代賞 いびきかく母はかわいい恐竜だ 本郷　梨亜菜

63 奨励賞 点滅が年寄り煽る交差点 山口　忠一

64 奨励賞 電話出るさっきの罵声うそみたい 北島　野々花

65 奨励賞 「痩せたい」とお菓子片手に母ぽつり 磯部　玲亜

66 奨励賞 プライドを捨て切れないでいる孤独 島津　勝

67 奨励賞 するよりもしない勇気の大切さ 勝田　洋介

68 奨励賞 母怒る言い返したら倍になる 栗田　陽葵

69 奨励賞 有頂天登ってみたら俺ひとり 倉繁　勝信

70 奨励賞 春半ば恨みの東風の花散らし 大前　康郎

71 奨励賞 兄激怒笑ってしまって火に油 川口　七翔

72 奨励賞 仮面皆使い切ったる棺の窓 井倉　照久



  

 

 

令 和 ５ 年 度 

｢ 静 岡 市 民 文 芸 ｣ 

授賞式 

 

 

 

と き 令和６年３月２日（土）午前１０時～ 

ところ 静岡市民文化会館  ３階大会議室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主   催／  静 岡 市  
 

企画・制作／公 益 財 団 法 人 静 岡 市 文 化 振 興 財 団 



 

 

令和５年度｢静岡市民文芸｣授賞式 式次第 

 

   

１ 開 会 
 

２ 主催者挨拶   
 

３ 選者紹介 
 

４ 選者代表祝辞   
 

５ 受賞者の表彰 

全 63 名 

６ 閉 会 

式典終了後、記念撮影及び文芸誌の先行販売を行います。 

 

① 小 説 部 門  （市長賞１名・竹千代賞 1 名・奨励賞 1名） 

② 児 童 文 学 部 門  （市長賞１名・奨励賞 1 名） 

③ 評論・ノンフィクション部門 （市長賞１名・奨励賞 1 名） 

④ 随 筆 ・ エ ッ セ イ 部 門 （市長賞１名・竹千代賞 1 名・奨励賞 2名） 

⑤ 現 代 詩 部 門 （市長賞１名・竹千代賞 1 名・奨励賞 2名） 

⑥ 短 歌 部 門 （竹千代賞 1名・奨励賞 15 名） 

⑦ 俳 句 部 門 （市長賞１名・竹千代賞 1 名・奨励賞 19 名） 

⑧ 川 柳 部 門 （市長賞１名・竹千代賞 1 名・奨励賞 9名） 


